
APX-3324Aは、SDRコ ネ ク タ を 採 用 し たCameraLink画 像 入 力 ボ ー ド。
CameraLinkのBase Configurationカメラを最大で4台まで接続することができ
ます。オンボードに512MBのメモリを持ち、画像バッファや画像処理ワークメモリ
に使用します。外部トリガ、エンコーダ等の外部I/Oインターフェース回路を搭載し
ています。

■製品の特長
●PCI-Express2.0×4（5.0GT/s）に対応したPCI Express規格ボード
●1スロットでCameraLink Base Configurationカメラを4台を接続
●同期／非同期取り込みが可能
●オンボード上に512Mバイトの大容量バッファ搭載

■製品の主な仕様
型名 APX-3324A

画像入力 I/F ◎ CameraLink Base Configuration　4ch
◎ SDR26 ピンコネクタ　4 個搭載
◎エリア、ラインカメラ対応
◎サンプリングクロック　85MHz
◎画像データ　RGB カラー：24bit
                     モノクロ：8bit(1 〜 3tap)/10 〜 12bit(1 〜 2tap)

PoCL 対応（SafePower は準拠せず）

MEGA-FIFO DDR2-SDRAM　512MB

画像処理 Tap 並び替え＋ライン反転

同期出力 カメラ制御信号：CC1 〜 CC4

汎用出力：8ch、ストロボ：4ch（TTL/ オープンコレクタ）

同期入力 外部トリガ：TTL/ オープンコレクタ / 差動信号 RS-442

エンコーダ：差動信号 RS-422( ラインドライバ）、A/B/Z 相、1MHz（MAX)

汎用入力：4ch（フォトカプラ）

システム bus × 4 PCI-Express2.0 Gen2（5.0GT/S）

割り込み 画像入力開始、DMA 終了、GPIN　等

電源 +12V

使用環境 動作温度：0 ～ 50℃、湿度：35％～ 85％（無結露）

外形寸法 168mm × 111mm (PCI ハーフサイズ 1 スロット )

対応OS Windows

ソフトウェア（オプション） 開発キット：SDK-AcapLib2

環境対応 RoHS


